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ABSTRACT

The　purpose　of　this　study　was　to　make　a　check ・－list　by　which

psychologica 卜competitive　ability　of　athletes　can　be　diagnosed ．　A

questionnaire　was　administered ・　to　male　and　female　athletes ．　The

results　obtained　are　summarized　as　follows　 ：

L　Factor　analysis　was　applied　and　five　factors　were　named　as

follows　；　ability　to　increase　a　competitive　motivation　（include　endur －

ance ，　fighting　spirit，　self－actulization　and　intention　to　win ），　ability　to

stabilize　and　concentrate　mental　state　 （sel卜control ，　relaχ　and　con －

centration ），　ab Ⅲty　of　confidence　 （confidence　and　determination ），

ability　of　strategy 　（anticipation　and　judgement ）　and　cooperative

ability 。
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2 ．　The　re】ationships　between　the　five　factors　and　various　traits　of

athletes　were　very　remarkable ．　Accordingly，　we　quessed　a　possibility

of　predicting　and　diagnosing　about　psychological－competitive　ability

of　atheletes　by　this　quetionnaire　（52　items）．

3 ．　On　the　basis　of　these　results，　a　short　form　of　check－list　（10

items ）　was　maked　in　order　to　appreciate　mental　state　of　athletes　in

competition ．

概　　　 要

スポーツ選手の「精神力」の内容を明らかにし，

それを診断する方法を開発することを目的にし

た．　　　　　 ＼

スポーツ選手に対して繰り返し調査を行った結

果，5 つの因子と12 の下位尺度を抽出し，52 の

質問項目から構成される 厂スポーツ選手 の心理的

競技能力診断検査 （Diagnostic　Inventory　of

Psychological ―　Competitive　Ability　for　Ath－

letes，略してDIPCA ．　1）を開発した．

また，競技中の心理状態をみるテストとして10

項目から構成さ れる調査票を 作成 し，　perform －

ance としての心理状態を みる方法を開発した．

いず れの方 法も精神力 や実力発揮度の自己評

価，競技成績などと有意な関係が認められ， その

有効性が検証された． つ

これらの心理的競技能力 の特性と状態をみる検

査法は，今後， スポーツ選手の心理的特性の診断

に活用して頂きたい．

1 ．目　　的

スポーツ選手の 厂精神力」の重要性が指摘され

ながらも，それを診断する客観的テストは少な

い．このことがスポーツ選手に対する心理面の指

導に大きな障害となっている．

とくに，わが国ではスポーツ選手が競技場面で

実力を発揮するための心理的特性を診断する方法
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の開発が望まれている．

筆者らは14，スポーツ選手の心理的競技能力に

関する研究の第1 報で，競技場面で必要な「精神

力」として5 つの因子を明らかにした．そして，

この内容をスポーツ選手の心理的競技能力と呼ぶ

ことにした．

第2 報では5），競技場面での心理的特性の診断

法と競技中の心理状態の診断法を作成し，その有

効性を検証した．

本研究では6），第1 報，第2 報の結果をもとに，

スポーツ選手の心理的競技能力の診断検査法を作

成し，その有効性を明らかにしようとした．

2 ．方　　法

2囗　 調査時期および対象

本検査法を作成するために用いられた対象は，

昭和61 年度から平成2 年度までの5 年間に調査

された．主な対象は次のとおりである．

昭和61 年度国民体育大会福岡県選手236 名，

平成元年度国民体育大会福岡県選手496 名，K 国

立体育大学学生186 名，K 国立大学学生340 名，

F およびT 私立体育学部学生606 名， 第72 回全

国高校野球地方大会決勝戦出場選手（夏季大会）

356 名などである．

2．2　調査内容

スポーツ選手の一般的な心理的特性をみるため

の質問項目として，第亅 次研究（昭和61 年度）は

68 項目，第2 次研究（平成元年度）は48 項目，第
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3次研究（平成2 年度）は52 項目を調査した．回

答は5 段階法である．

また，競技中の心理状態をみるテストは，第1

次，第2 次，第3 次研究とも内容は若干異なるが

10 項目を作成し，競技終了後に調査した．2 つの

調査と同時に，精神力の自己評価，実力発揮度ご

競技成績，経験年数など種々の特性を調査した．

2．3　分析手順

各質問の回答を得点化し，テスト作成のための

手順として，項目分析，信頼性係数，因子分析を

行った．得点化は各質問に対して最も望ましい回

答に5 点を与え，最も望ましくない回答に1 点を

与え，その中間を4 ，　3，　2点とした．

その後，心理的競技能力の因子ごとに下位尺度

ごとに得点を算出し，スポーツ選手の諸特性との

関係を分析して，その有効性を検証した／

3 ．結果と考察

3 囗　 心理的競技能力診断検査の作成

1 ）第1 次研究一因子・尺度の抽出＝

スポーツ選手の「精神力」についての予備調査

と先行研究の結果を踏まえ，心理的競技能力をみ

るための68 の質問項目を作成し，昭和61 年度国

民体育大会福岡県選手に調査を行 った． 項目 分

析，因子分析などの統計的処理の結果，次めよう

な5 つの因子と6 つの下位尺度を明らかにした．

（1 ） 第↓因子　 競技意欲を高める能力 （忍耐

力，▽闘争心，チャレンジ精神，勝利志向

性） ＼

（2 ）第2 因子　 精神を安定・集中させる能力

（リラクゼーション，集中力）

（3 ）第3 因子　 自信をもつ能力　　　 ヶ

（4 ）第4 因子　 作戦を予測・判断する能力

（5 ）第5 因子　 協調性の能力

なお，　Spearman 一Brown 法による信頼性係数

は0 ．935で高かった．

これ ら の因 子 は， 加 賀 た ち气 松田 たち8≒

Loehr9 ’，　Syer　＆　Connolly1R，　Tuko　et　alu），

Winter121 が競技動機な どの テストやPeak　Per －

formance の精神状態の分析で明らかにしている

内容 と類似 してい る．本 研究で抽出 された内容

は，それらの因子の中で も， とくに競技場面に直

接関係する内容を含んでいるものと思われる．ま

た，諸外国の報告では忍耐力や協調性といった内

容は少なく，これらの因子はわが国の選手に期待

される特有のものと考えられる．

これらの因子と国体選手の諸特性の関係を分析

した結果は次のとおりであった．

（1 ）成年選手は少年選手に比較して，個人種目

の選手 は団体種目の選手に比較して，また，経験

年数の長い選手（1（）年以上）は短 い選手（1 ～4

年）に比較して，競技意欲，精神の安定・集中，

自信，作戦能力√協調性のいずれの因子において

も優れていた．　　　　 犬　　　　　　　ゾ

（2 ）国体での成績が上位者（1 ～6 位）ほど競

技意欲，精神の安定・集中で優れ，実力発揮度の

自己評価が高い選手 ほど精神の安定・集 中， 自

信，協調性が優れていた．

（3 ） 勝利へのプレ ッシャーを高く感 じた選手

ほど競技意欲が高く，とくに勝利志向性が高かっ

た．また，敗北への恥意識の高い選手ほど精神の

安定・集中，作戦能力，自信が低かうた． ＝

これらの傾向は，加賀13），丹羽1气 吉沢15）など多

くの研究でも指摘されている優れたスポーツ選手

の心理的適性と同様であり，今回抽出された因子

の妥当性を推測することができる．

2 ）第2 次研究一診断検査の適用―

第1 次研究の結果を参考にして48 の質問項目

を精選して再び調査を行った．対象は国立体育大

学学生およ び国立大学学生の526 名である．項目

分析と因子分析を行った結果，全項目に有意性が

認められ，抽出された因子は次のとおりであった．

（1） 第1 因子　 自信および作戦能力（自信，決

断力，予測力，判断力）　　　　ト
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（2） 第2 因子　 競技意欲（忍耐力，闘争心，自

己実現）

（3） 第3 因子　 精神の安定・集中（自己コント

ロール， リラックス，集中力）

巾 ） 第4 因子　 協調性

（5） 第5 因子　 勝利志向性

なお， 信帯 歐係数 はSpearman ―　Brown 法が

0．947，　Guttman 法が0 ．946で高かった．

第2 次研究の結果では精神の安定・集中と協調

性の因子は第1 次研究と同様の因子として抽出さ

れた．しかし，第1 次研究の自信と作戦能力が第

1 因子として抽出さ れ， 第1 因子の下位尺度で

あった勝利志向性が第5 因子として抽出された．

これらの結果は，因子の移動はあったもののあ

らかじめ設定した囚子と質問項目には移動がみら

れなかったことで， それぞれの因子と下位尺度，

それを構成 している質 問項目に基本的な修正は必

要ないと判断した．

そこで， 第1 次，第2 次研究の結果を踏 まえ，

48 の質問項目を次のような因子 と下位尺度に分

類することにした．

（1 ）競技意欲…忍耐力，闘争心，自己実現，勝

利志向性G6 項目）

（2 ）精神の安定・集中…自己コントロール，リ

ラックス，集中力（12 項目）

（3 ）自信…自信，決断力（8 項目）

（4 ）作戦能力…予測力，判断力（8 項目）

（5 ）協調性…協謌 哇（4 項目）．

以上のように分類された因子，下位尺度を得点

化 して， スポーツ選手との諸特性を比較した効果

は，次のとおりであった．　　　 卜

（1 ）全国レベルの大会に数多 く参加経験のあ

る選手ほど競技意欲（忍耐力，闘争心，自己実現，

勝利志向性），精神の安定・集中（自己コントロー

ル，集中力），自信（自信，決断力），作戦能力（予

測力，判断力）で有意に高得点を示し，優れてい

た．
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（2 ） 「 精 神 力 」 の 自 己 評 価 で 「 非 常 に あ る 」 と

答 え た 群 ほ ど ，5 因 子 お よ び12 の 尺 度 の す べ て

に 有 意 に 高 得 点 を 示 し た
．

（3 ） 実 力 発 揮 度 の 自 己 評 価 で 厂十 分 発 揮 で き

る ］ と 答 え た 群 ほ ど ，5 因 子 お よ び12 尺 度 の す べ

て に 有 意 な 高 得 点 を 示 し た
．

以 上 の 結 果
，

競 技 水 準 が 高 い 選 手
，

精 神 力 を 高

く 評 価 し て い る 選 手
，

競 技 場 面 で 実 力 が 発 揮 で き

る と 答 え た 選 手 ほ ど す べ て の 因 子
，

尺 度 で 高 得 点

を 示 し ， 優 れ た 能 力 を 持 っ て い る こ と が 明 ら か に

さ れ た
．

す な わ ち
，

試 合 中 の 望 ま し い 心 理 状 態 を

予 測 す る テ ス ト と し て 有 効 で あ る こ と が 推 測 さ れ

た ．

3 ） 第3 次 研 究 一 診 断 検 査 法 の 作 成 一

第3 次 研 究 （ 平 成2 年 度 ） は
，

第1 次
，

第2 次

研 究 の 結 果 に も と づ き ，
検 査 の ね ら い

，
記 入 法

，

採 点 法
，

診 断 法 な ど を 作 成 し 汀 心 理 的 競 技 能 力 診

断 検 査 （DIPCA
．
　1 ）」 の 様 式 を 整 え ， 高 校 野 球 選

手 や 大 学 生 に 再 び 調 査 を 実 施 し た
．

最 初 に フ ェ ー ス シ ー ト 項 目 ， 検 査 の ね ら い ， 記

入 の し か た を 作 成 し た （ 附 表1 ）
．

次 に
，

最 終 的 な

質 問 項 目 と そ の 回 答 法 を 作 成 し た （ 附 表2
，　3

）
．

次 に ， 採 点 法 ， 因 子 別 プ ロ フ ィ ー ル 表 ， 尺 度 別

プ ロ フ ィ ー ル 表 を 作 成 し た （ 附 表4 ，　5 ）
．

最 後 に ， 検 査 結 果 の 感 想 と メ ン タ ル ・ ト レ ー ニ

ン グ の 実 施 と 希 望 の 有 無 の 記 入 欄 を 設 け た （ 附 表

6 ）．

以 上 の よ う な 手 続 き を 経 て
， ス ポ ー ツ

選 手 の た

め の 「‾心 理 的 競 技 能 力 診 断 検 査 （ 中 学 生 ～ 成 人

用 ）」 は 作 成 さ れ た
．

第2 次 研 究 の 精 神 力 と 実 力 発 揮 度 の 自 己 評 価 別

得 点 を 本 研 究 で 作 成 さ れ た プ ロ フ ィ ー ル 表 に 悁 叉け

る と 図1 ～4 の と お り で あ る
．

い ず れ も 明 確 な

得 点 差 を 示 し
，

自 己 評 価 と 得 点 に 顕 著 な 関 係 が あ

る こ と が わ か る
．

ま た
，

平 成2 年 度 に 調 査 さ れ た 第72 回 全 国 高

校 野 球 地 方 大 会 の 決 勝 戦 に 出 場 し た 選 手 を 比 較 し
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★各尺度は高得点ほど下記の傾向が強くなる．

1．忍耐力…がまん強さ， ねばり強さ，苦痛に耐える．

2 ．闘争心…大試合や大事な試合での闘志やフ ァイト，燃える．

3．自己実現…可能性への挑戦，主体性，自主性．

4 ．勝利志向性…勝利意欲，勝利重視．

5 ．自己コントロール…自己管理，いつ ものプレイ，身体的緊張のないこと，気持ちの切りかえ．

6． リラックス…不安・プレッシャー・緊張 のない精神的なリラックス．

7．集中力…落ちつき，冷静さ，注意の集中．

8，自信‥・能力・実力発揮・目標達成への自信．

9，決断力…思いきり，すばやい決断，失敗を恐れない決断．

皿 予測力…作戦の的中，作戦の切りかえ，勝つための作戦．

11．判断力…的確な判断，冷静な判断，すばやい判断．

12．協調性…チームワーク，団結心，協力，励まし，

13．　Lie　Scale・・・検査結果の信頼性．

図1　 ．「精神力」の自己評価からみた因子別プロフィール

匚卜H コ非常にあ る

●－一一■ 全くない

図2　 「精神力」の自己評価からみた尺度別プロフィール
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図3　 実力発揮度の自己評価からみた因子別プロフィール

安　　 ●，一一● 十分発揮で きる

1－4 全く発揮で きぴ ，

図4　 実力発揮度の自己評価からみた尺度別プロフィール

てみた．表1 のとおりである．優勝チームと準優

勝チームでは因子別では精神の安定・集中因子と

協調性因子 に有意な差がみられた． 尺度別では優

勝チームは忍耐力，リラックス，集中力，決断力，

予測力，協調性で優れている傾向がみられた． さ

らに，優勝戦出場者と不出場者（ベンチ入りなど）

の比較では，自己コントロール， 自信，決断力，

判断力で有意な差があることが示された．
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さらに，表2 は性差について私立大学体育学部

学生を対象に比較したものである．男子は自己実

現および協調性尺度を除いて有意に高得点を示

し，性差がみられることが明らかにされた．

以上のようにチームの結果や個人の結果をプロ

フィールに描き，それぞれの特徴を診断して，練

習や競技会を通して，各能力を高めるように本検

査を活用することができよう．
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表1　 全国高校野球地方大会決勝戦出場者の得点

二 千
優勝チーム

（N 　＝　109）

準優勝チーム

（N 　＝　116）
平

均
差

有

意
性

決勝戦出場者

（N 　―225）

決勝戦不出場者

（N ＝131）
平

均
差

有

意
性

M　　SD M　　SD M　　SD M　　SD

競
技
意
欲

1 ．忍耐力

2 ．闘争心

3 ．自己実現

4 ．勝利志向性

16．3　2．94

17．9　3．22

16亅　3 ．35

16．5　2．96

15．5　2．85

17．4　2．80

16．5　2．62

16．1　2．93

0．8

0．5

－0．4

0．4

△

－

一

一

15．9　2．91

17 ．6　3．01

16．4　3．00

16．3　2．94

15．7　2．92

17．9　2．72

16．4　2．95

16．4　2．79

0．2

－0．3

0

－O。1

一

一

一

一

安
定

集
中

5 ．自己コントロール

6 ．リラックス

7 ．集中力

15．9　3．12

15．1　3．75

17．0　2．81

15．4　3．00

14．1　3．64

15．8　3．16

0．5

1．0

1．2

－

△

＊ ＊

15．6　3．06

14．6　3．71

16．4　3．05

14．8　3．08

14．0　3．48

16．1　3．02

0．8

0．6

0．3

＊

一

一

自
信

8 ．自信

9 ．決断力

14．0　3．43

14．5　3．40

13．4　3．30

13．7　3．39

0．6

0．8

－

△

13．7　3．37

14．1　3．41

12．8　3．60

12．9　3．48

0．9

1．2

＊

＊ ＊

作

戦

10．予測力

11．判断力

12．協調性

13．　Lie　Scale

13．7　3．11

13．9　3．40

17．8　2．55

17．7　2．22

13．0　2．79

13．3　3．23

17．1　2．76

17．2　2．76

0．7

0．6

0．7

0．5

△

－

＊

－

13．4　2．96

13．6　3．36

17．4　2．69

17．4　2．52

12．9　2．99

12．6　3．32

17．4　2．71

17．7　2．12

0．5

1．0

0

－0．3

－

＊ ＊

一

一

1

2

3

4

5

競技意欲

精神の安定・集中

自　　 信

作戦能力

協調性

66．8　9．64

47．9　8．89

28．5　6．46

27．6　6．17

17．8　2．55

65．6　8．65

45．3　8．67

27．1　6．31

26．4　5．63

17．1　2．76

1．2

2．6

1．4

1．2

0．7

－

＊

△

－

＊

66．2　9．14

46．5　8．86

27．7　6．41

26．9　5．91

17 ．4　2．69

66．4　9．19

44．8　8．59

25．7　6．69

25．6　5．73

17．4　2．71

－0．2

1．7

2．0

1．3

0

－

△

＊ ＊

＊

－

＊＊P ＜0 ．01　＊P ＜0 ．05　△P ＜OjO　 決勝戦不出場者 はベンチ入り部員

3．2　 競技中の心理状態診断法の作成

スポーツ選手にとっては，競技巾の心理状態が

どうであったかが重要な課題である． そこで，先

に作成した心理的競技能力の各因子・各尺度を代

表する10 項目の質問表を作成した（表3 ）． この

調査は競技終了後に選手に渡して， 競技中の心理

状態を振り返 って， チェックする方法である．

平成元年度 に調査した国民体育大会福岡県 選手

の結果を示 すと，図5 のとおりである．国体での

競技成績が上位者（1 ～2 位），精神力の自己評価

で 厂ある」 と答えた群，「実力が十分発揮で きた」

と答えた群 は，いづ れの項目においても有意な高

得点を示した．

ヽ これらの結果から， これらの群の選手は望 まし

い心理状態であったことが推測され，競技中の心

理状態を診断する方法として有効であると思われ

た二

こう・し た競技 場面 の心理状態 の評価法 は

Garfield1RやLoehrR も提示している． 常に望ま

しい心理状態で競技できるように指導するために

有効な方法と考えられる．

要　　 約

競技中の実力発揮に必要な「精神力」の内容を

明らかにし，その診断法を開発することを目的に

して，調査を繰り返し行った． その結果は次のと

おりである．

1 ） スポーツ選手の精神力を心理的競技能力 と

呼び，その内容は競技意欲，精神の安定・集中，

自信，作戦能力，協調性の5 因子と忍耐力，闘争

心，自己実現 勝利志向性，自己コントロール，

リラックス，集中力，自信，決断力，予測力，判

デサントスポーツ科学VO 冂2



表2　 大学生（私立大学体育学部）の得点

二 芯
男子

（N 　＝　456）

女子

（N 　＝　150）
平

均
差

有徑
M　　SD M　　SD

競
技
意
欲

1 ．忍耐力

2 ．闘争心

3 ．自己実現

4．勝利志向性

14．8　2．98

17．3　2．89

16．5　2．99

16．3　2．58

14．3　2．54

16．1　3．31

17．1　2．54

15．2　2．77

0．5

1．2

－0．6

1．1

△

＊ ＊

＊

＊ ＊

安
定

集
中

5 ．自己コントロール

6．リラックス

7．集中力

15．2　3．20

13．8　3．93

16．1　2．83

14．1　2．96

12．1　3．54

15．4　2．81

1．1

L7

0．7

＊ ＊

＊ ＊

＊ ＊

自
信

8 ．自信

9 ．決断力

13．1　3．25

13．7　3．20

11．3　2．99

11．9　2．90

0．8

1．8

＊ ＊

＊ ＊

作

戦

10．予測力

11．判断力

12．協齎比

13．　Lie　Scale

13．1　2．9　9

13．3　3．18

161　2 ．98

17．5　2．03

11．3　2．74

11．5　2．79

16．8　2．85

18．4　1．56

1，8

1．8

－0．1

－0．9

＊ ＊

＊ ＊

－

＊ ＊

1

2

3

4

5

競技意欲

精神の安定・集中

自　　 信

作戦能力

協調性

64．9　8．78

45．1　9．03

26．7　6j）4

26．5　5．81

16．7　2．98

62．8　8．01

41．7　8．19

23．2　5．39

22．8　5．12

16．8　2．85

2．1

3．4

3．5

3．7

－0．1

＊ ＊

＊ ＊

＊ ＊

＊ ＊

－

＊＊P く0 ．01　＊P ＜0 ．05　△P ＜0 ．10

表3　 競技中の心理状態の質問表

〈 質　　　　　 問 〉

一
例：試合では緊張して 手足が震え た

1） 最後まであ きらめずに 頑張 ることができ た ……………

2） 闘争心（闘志 ）

7）集中して

答
　

え

’
で
は

な
か

っ
た

2

あ

ま

り

そ

う

’
で

は

な
か
っ

た

I

ま
っ

た
く
そ
う

①－

1

1

1

1

1

1

2

2
　

り
乙
　

癶
乙

2

2

2

2

り
4
　

り
乙
　

り
乙

―
言

汗
し

3

－

3

3
　
3
　
3
　
3
　
3
　
3
　
3
　
3
　
3

4 。

で

あ
っ

た

か

な

り
そ

う

4

4
　
4
9
　
4
9
　

λ
廿

4
　
4
　
4
　
4
　
4
　
4
q

5．

そで

のあ
と っ

おた

り

－5

5
　
5

５
　
5

5
　
5

5
　

５

5

5

口

－

185 －

3） 自分の邑標を 達成 する気持 ちで 試合をした ……………………　1

4）「 勝つ 」という 意欲が強か った …… …………………… ………　1

5） 自分を 見失うことなく、い つもの気持 ちででき た … …… ……　1

6） 勝敗を意識して緊張しすぎることなく 試合がで きた …・．2……　1

8） 自信があった ……………………………………

9）試合での作戦や状況判断がうまくいった ………………………

1，）詰 昌 齟 詰 黔汁 ″゙ 眺6 ゛O ヽ …………
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↑86

3　　　　　4
¬

↓
位
下

／
卜

／

づ

9
以
　
　
　
乢

3　　　　4 （得点）　3　　　　4　　　　5

どちらとも

いえない

げ こヽ
まったく発揮 ’丶

できなかった

どちらとも

いえない

できた

．4　　＿　　　1 ．＿　　　　L＿　　　　｜　　　　　　　　＿1　　　　　1　　　　　j

国 体 成 績　 「精 神 力 」の 自 己 評 価　　 実 力 発 揮 度 の 自 己 評 価

図5　 競 技 成 績 ， 精 神 力 ・実 力 発 揮 度 の 自 己 評 価 別 に み た競 技 中 の 心 理 状 態 得 点

断力，協調性の12 の下位尺度 があることを明 ら

かにした．　　　I・

2 ）心理的競技能力の検査のねらい，記入の仕

方√質問項目，採点法，結果 の診断法などを作成

し，中学生から成人 までを対象とした「心理的競

技能力診断検査（DIPCA ．1 ）」を作成した．

3 ）「心理的競技能力診断検査」から得られた得

点 は競技成績，精神力の自己評弧 実力発揮度 の

自己評価など，有意な関係が認められ，本検査か

らスポーツ選手の心理的競技能力を推測すること

の可能性が示唆された．

4 ） 競技中のPerformance としての心理状態

をみる10 項目の調査表を作成した．競技終了後

に調査された得点と競技成績，実力発揮度の自己

評価など，有意な関係が認められ，競技中の心理

状態をみる調査表としての有効性が推察された／

5 ）［心理的競技能力診断検査］と競技中の心理

状態をみる調査表の2 つは，今後， スポーツ選手

の心理的特性を診断するための有効 な方法といえ

よう．
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（ 附 表1 ）

心理的競技能力診断検査（DIPCA．　1　）
（中学生～成人用）

氏名 検査日：平成（　 ）年（　 ）月（　 ）日 ⑩ 陛別：1 ．男子　2．女子 ②年齢（　　 ）才

③ 年代： 中学……1 ・2・3（年）、 高校……1 ・2・3（年）、 大学……1 ・2・3・4（年）、　 社会人……30 才未満・30才以上

④ クラブ所属（ スポーツ種目名　　　　　　　　　　　 ）⑤ そのスポ ーツの経験年数　　
口 ： 謡 飛 ご

県 大会や地区大会（九州、関東など）の県・地区レベルの大会への参加経験　　　　　1 ． な　　 し　　2 ．1 ～2 回
⑥　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ………………

（市や郡大会は除 く）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3 ．　3 －4 回　　4 ．5 回以上

日本選手権や 全国大会など全国的レベルの大会への参加経験　　　　　　　　　　　　　1 ． な　　し　　2 ． 卜 －2 回
⑦　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ……………………………………

（全国中学生 大会、高校総体、学生選手権など）　　　　　　　　　　　　　　　　　3 ．　3 －4 回　　4 ．5 回以上

★ 検 査 の ね ら い

スポ ー ツの 試合 では 「精神 力」が 重要 とよ く

言われ ます。 この検 査 は、試 合で重 要 な「精 神

力」（以 後、心 理的 競技 能力 という） につい て調

べ、ど の ような ところ に問題 があ るか を検 討 し

て 、今 後の練 習や 試合 に役立 て ようと する もの

です 。

★ 記 入 の し か た

1 ．鉛 筆 または ボールペ ン を使用 して ください 。

2 ．下 記の よう な質問 を」｜頂々に読 み、5 つ の 答えの 中から

あ ては まる ものを 選びご：）の上 をなぞっ て、〇 印を 記

入して くだ さい。

3 ．消 しご むは 使用し ない で、2 回目 につけ るほ うを● の

よ うに 黒 くぬ りつ ぶし てくだ さい。

★ 練 習 問 題

1 。 試合 前 に な る と手 足 が ふ る える 。
－

2 ．ど ん な試 合 で も最 後 まで あ きら め な い。
－
3 ． 失 敗し な い か と心 配 に な る 。

（附表2 ）
心 理 的 競 技 能 力 に つ い て の 質 問 項 目

以下に、スポーツの試合における心理的なことが書いてあります。

各文章を読んで、あなたがいつもの自分をどのように思っているかについて、

「表1 の回答欄」の中から最もあてはまる答えを選び囗司じ番号の欄に○印

をつけてください。1 ～52のすべての質悶に答えてください。

1 。二苫しい場面でもがまん強く試合ができる。

2 ．人試合になればなるほど闘志（とうし）が

おく。

3 ．自分の可能性｛かのうせい｝へ挑職（ちょ

うせん）する気持ちで試合をしている。

4 ．試合萠には「絶対負けられない」と思って

いる。

5 ．試合になると自分をコントロール（管理）

できなくなる。

6 ，勝敗を気にしすぎて緊張する。

7 ．落ちついたプレイ（動き）ができなくなる。

8 ．プレッシャーのもとでも実力を発揮できる

自信かある。

9 ．ここという時に、思いきりの・よいプレイ（試

合）ができる。

10，作戦はうまく的中する。

11　。　判断力はすぐれている。

12√チームワークを大切にする。

13．試合で負けたときは、失敗した人を口ぎた

なくののしったり、他人のせいにする。

デサントスポーツ科学Vol ．　12

答
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え

㈲
い
つ
も
そ
う
で
あ
る
茹

～
讃
％
）

㈲
し
ば

し
ば

そ
う
で

あ

る（
7
0％
）

㈲
と
き

ど
き

そ
う
で

あ

る
命

％
）

堕
と
き

た
ま

そ
う
で

あ

る（
2
5％
）

田
ほ
と
ん
ど
そ
う
で
な
い
刄

～
1
0％
）

質
　

閧
　

番
　

号

1

－

2

－

3

14 ．忍耐 力を 発揮 で きる。

15 ．試合 にな ると鬪 争心が わい てくる。

16 ． 「自分の ため に頑張 るのだ 」とい う気持 ち

で 試合 をして いる。

17 ，試 合前 に，は「絶 対 に勝 ちたい 」と思っ てい る。

18 ，緊 張して いつ ものプ レ イ（勣 き） がで きな

く なる。

19 ．試合 にな ると 精神的 に動揺（どうよう）する。

20 ，冷 静（れ いせい ）さ を失うこ とがあ る。

21 ．自分 の能 力に 自信を も って いる。

22 ．試 合では 決断 力があ る。

23 ．作戦 を すばや く。きり かえ ること ができる 。

24 ．試 合の流 れ をすばや く判断 できる 。

25 ．チ ーム の仲間 やパ ートナ ーと励 ましあっ て

プ レ イ（試合 ）をす る。

26 ．試合 で負け たと きは，い つ もい い わけばか

りす る。

27．ねぱり強い試合かできる。

28．相手か強いほどファイトかわく。

29．自分なりの日標をもって試合をし ている。

30．試介で負けると必要以上にくやしがる。

31．気持ちの切りかえがおそい。

32．試合前になると不安になる。

33．試合になると観衆のことか気になって注意

を集中できない。

34．自分の目標を達成できる自信があ る。

35，失敗をおそれずに決断できる。

36．勝つためにあらゆる作戦を考えている。

37．大事なところで的確（てきかく） な判断が

できる。

38．私には団結屯り だんけつしん）がある。

39．試合中に反則をおかし たら、審判の判定に

したがう。



－188 －

（ 附 表3 ）　40 ．身体的な苦痛や疲労に・J十分耐（た）える

ことかできる。

41．大事な試合になると精神的に燃（も）えて

くる。

42．自分なりの「やるI気」か十分にある。

43．試合内容より勝つことを第1 にしている。

44．顔がこわぱったり。手足がふるえたりする。

45．試合になるとプレッシャーを感じる。

46．勝敗のことが気になって集中できない。

47．どんな場合でも自分のプレイ（試合）かで

きる自信がある。

48．苦しい場面でもすばやく決断することがで

きる。

表1 ，回答欄（上の質問番号と同

49．予測がうまくあたる。

50．苦しい場面で も冷静（れいせい）な判断が

できる。

51．チームの仲間やパートナーとうまく協力し

てプレイ（試合）をする。

52．すばらしいプレイには敵・味方なく拍手を

するa ，・。

じ 番号に答 えを記 入 して ください）

あ

て

は
ま

る

を

鉛

筆 、

か

ボ 強

｜　く
ル か

ぺ こ

ン ん
で で

く

だ

さ

い

質

問

番

号

川 ぐ2）（3）（4）（5）

ほ と と　 し い

と　 き き ば つ

会 た とヴ し4

そ ま き ば 兮

う そ そ そ　 つ
、

で　 ，　 ， で
な う　 つ　 つ　あ

い　 で で で る

i ： ： ： 茹

s 。 。 －s

10　25　50　70　 川
％ ％ ％ ％ ％
－ － － － －

質

問

番

号

（1）（2）（3）（4）（5）
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（ 附 表4 ）

★採点のしかた

1 。表2 の「採点のしかた」を読んで、各尺度の小計と合計の得点を計算

する。

2 、図1 のプロフィールの中に、各尺度の小計の得点が惑当する箇所を赤

色で○印をつけ、すべての○印を線で結ぷ。

3

表3 のプロフィールの中にレ 各因子の合計得点か、譲当する箇所を赤色

でO 印をつけ、すべての○印を綿で結ぶ。

★ 結 果 の 診 断

1 ．因子別プロフィール（表3 ）は心理的競技能力を大別してみたもので

す。判定は〔5 〕になるほど望 ましいL また。得点も高くなるほど望

ましい。すなわち。線が右側によっているほど、心理的競技能力が優

れている。逆に。左側によっている内容は望 ましくないのでトレーニ

ングする必要がある。

2 。尺度別プロフィール（図i ）は心理的競技能力の内容をくわしくみた

ものです。繃が外側に広かっているほど望 ましい。線の「デコボコ（凸

凹）が少ないほどバランスがとれている。へこんでいる内容をとくに

トレーニングする必要がある。
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（附 表5 ） 図1 ．心理的競技能力の尺度別プ゜7 イー゛ 喪3 ．心理的競技能力の因子別プロフィール
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★各尺度は高碍点ほど下妃の傾向が強くなる。6 ．り二こ；こぷプty’プレッシャー・緊張のない精神的

匚 忍耐力…かまん弘さ．ねぱり強さ、M＝痛1二耐える。　7 ．、S啝力‥・落ちつき、冷静さ、淮意とり集中。
2．腱争心…人試合や大事な試合での闘志やファイト、燃　a ．幽價…能力・友力発揮・目標達成への自信。

える。

S ． 幽已実現‥・可趣售への眺皿、 主体性．自宅性．

4 ．●利志向仙i・・腸利庸欽．●判重視．

5 ．皿己コントQ －ル・・・自己管埋．いーコものプレ イ．身休

的麌張のないこと．気紬ちの切りかえ．

7 。、集中力・・・落ちつき、冷 静さ、陳憲心 集 中．

a ．幽價・‥能力・実力髄揮 ・目櫚迫皮へ の 自信。

9 ．决撕カ・－・思い きり、すぱやい決断、失 敗を恐れない決漸。

le．予圃力・・・作戦の的中。作呶の切りか え 、騰つための作皿。

｜｜、判断力：‥的確 な判断、冷静な判断。 すぱやい判断。

12．　tt同 性…チームワーク、団砧心。協 力、励まし。

¶s．Lis　sc・1●… 検査結果の倨細性。

採点の
しかた

因　子 尺　 度 表2 ．採　 点　 喪 小 計 合 計

U

印さlj

k

l

欲

1，忍　耐　 カ 1 1　2　3　4　5 14 1　2　3　4　5 27 1　2　3　4　5 40 1　2　3　4　5

2．闘　 争　 心 2 1　2　8　4　5 15 1　2　3　4　5 28 1　2　3　4　5 41 1　2　3　4　5

3．自 己 実 現 3 1　2　3　4　5 16 1　2　8　4　5 29 1　2　3　4　5 42 1　2　3　4　5

4．騰利志向 性 4 1　2　84　5 17 1　2　3　4　5 30 1　2　a　4　5 43 1　2　3　4　5

l；
5．自己コントロール 5 5　4　3　2　1 18 5　4　3　2　1 31 5　4　8　2　1 44 5　4　3　2　1

6．リラックス 6 5　4　3　2　1 19 5　4　3　2　1 32 5　4　3　2　1 45 5　4　3　2　1

7、集　 中　 力 7 5　4　3　2　1 20 5　4　8　2　1 33 5　4　3　2　1 46 5　4　3　2　1

自
信

8．自　　　 僑 8 1　2　3　4　5 21 1　2　3　4　5 34 1　2　3　4　5 47 1　2　3　4　5

9．決　 断　 カ 9 1　2　8　4　5 22 1　2　a　4　5 35 1　2　3　4　5 48 1　2　3　4　5

U
10、予　 洲　 カ 10 1　2　3　4　5 23 1　2　3　4　5 36 1　2　3　4　5 49 1　2　3　4　5

11，判　 断　 カ 11 1　2　3　4　5 24 1　2　3　4　5 37 1　2　3　4　5 50 1　2　3　4　5

協調性 12．協　 購　 性 12 1　2　3　4　5 25 1　2　3　4　5 38 1　2　3　4　5 51 1　2　3　4　5

L　i　e　Scale 13 5　4　3　2　1 26 5　4　a　2　1 39 1　2　3　4　5 52 1　2　3　4　5

（附表6 ）

1 。稜査結果について感想を自由に書いてください。

2 。あなたは試合前にメンタルトレーニング（イメージトレーニングなど）をしたことがありますか（○印をつ1ナてください）。

に）いつもする　　 （2） ときどきする
｜　 ノ

ふ趾二言
す
。づ

（3匚 し たこと はない

3 。あなたはメンタル1 レ ーニングをしてみたいと廖いますか。

剛ぜ ひ。してみたい　 （2） チャンスがあればしてみたい　 （3） 今のところ必要ない
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